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地
場
産
品
育
成
事
業
ス
タ
ー
ト
！ 

野蒜復興新聞 

震
災
伝
承
館 

９
月
オ
ー
プ
ン
予
定 

広
場
等
は
今
年
度
中 

駐車場
※9月着工～年度内整備完了
(予定)

・公共交通手段での市外からの
来訪を活性化させる。

・交通事業者や観光事業者等
の発着点としての場を提供する。

震災遺構(旧野蒜駅プラットホーム)
※9月着工～年度内整備完了(予定)

・市民および訪問者の防災意識の向
上を目的とした施設を整備する。

・旧野蒜駅を震災被害証言の震災
遺構として保存、公開する。

・交通事業分野に係る多種多様な業
種に対応した防災教育の場を提供
する。

祈念広場
※9月着工～年度内整備完了(予定)

・地域コミュニティ、地域交流拠点形成のた
めの広場空間を整備する。

・「悼む」静かなる空間及び「集う」動なる空
間、「鎮魂の象徴」として広場を整備する。

震災伝承館
※6月中旬着工～9月完了
(予定)
⇒2階展示室

8月先行オープン予定
⇒1階展示室

9月オープン予定

・市民および訪問者の防
災意識を向上させる施設
を整備する。

・災害に強く活力あふれる
コミュニティを形成する。

・地域コミュニティに根ざし
た施設を形成する。

駐車場

震災伝承館

旧野蒜駅プラットホーム

祈念広場

▲ それぞれの整備予定期間とコンセプト 

６
月

16
日(

木)

に
第
２

回
野
蒜
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

役
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
野
蒜
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
の
機
会
へ
参
加
を 

 

野蒜まちづくり協議会 

イメージキャラクター 

マッくん 

促
す
た
め
、
今
回
よ
り
役

員
会
が
夜
間
開
催
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
役
員

会
開
始
に
先
立
ち
、
市
よ

り
野
蒜
ケ
丘
に
建
設
予
定

の
生
活
利
便
施
設
の
愛
称

募
集
に
つ
い
て
と
、
震
災

復
興
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

第
２
回
野
蒜
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
役
員
会 

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
震
災
伝
承
館
を
含
む
震
災

復
興
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
は
、

野
蒜
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー(

Ｎ

ま
っ
ぷ)

と
、
そ
の
周
辺
に
整

備
予
定
で
す
。
説
明
で
は
、
震

災
伝
承
館(

Ｎ
ま
っ
ぷ
１
階
と

２
階
に
整
備)

が
９
月
に
整
備

完
了
予
定
、
旧
野
蒜
駅
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
、
祈
念
広
場
、
駐
車

場
は
年
度
内
に
整
備
を
完
了
す

る
予
定
だ
と
し
て
い
ま
す
。 

  

ま
た
、
役
員
会
で
は
、
市
よ

り
野
蒜
ケ
丘
に
建
設
予
定
の
生

活
利
便
施
設
の
愛
称
を
選
定
し

て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を
受

け
、
新
た
に
委
員
会
を
設
置

し
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。
今
後
募
集
が
開

始
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
ご
応

募
く
だ
さ
い
。 

▲整備しながら皆で植えています。 

み
ん
な
に

参
加
し
て

も
ら
い
た

い
な
～
！ 

地
場
産
品
育
成
事
業
が
つ
い
に
始
ま

り
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
策
定
さ
れ
た

野
蒜
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基
づ
き
、
人

の
出
番
づ
く
り
を
通
し
て
、
良
好
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
寄
与
し
て
い
こ

う
と
し
、
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。 

現
在
、
野
蒜
市
民
セ
ン
タ
ー
向
か
い

の
土
地
を
活
用
し
、
農
園
整
備
と
、

ハ
ー
ブ
等
の
植
栽
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ご
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
一
緒
に
活

動
し
ま
せ
ん
か
？ 

▼ 6月 16日(木)役員会の様子 



 

６
月
13
日(

月)

に
第
11
回

施
設
環
境
検
討
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
委
員
会

で
は
、
西
部
エ
リ
ア
集
会
所

施
工
業
者
決
定
の
報
告
と
挨

拶
が
あ
り
、
設
計
業
者
の
担

当
者
か
ら
模
型
を
用
い
集
会

所
の
仕
様
等
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。 

次
に
協
議
事
項
で
は
、
水

の
公
園
水
遊
び
場
制
札
板
の

注
意
事
項
に
つ
い
て
、
市
の

担
当
課
か
ら
案
の
提
示
が
あ

り
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
す

る
た
め
、
注
意
サ
イ
ン
表
記

お
よ
び
表
現
の
一
部
を
変
更

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
防
犯
灯
等
配
置

計
画
に
つ
い
て
、
市
の
担
当

課
か
ら
街
路
灯
と
防
犯
灯
の

配
置
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
委
員
か
ら
は
、
災
害
時

に
小
学
校
や
公
園
へ
の
避
難

を
想
定
し
た
照
明
設
置
の
意

見
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
本

協
議
に
よ
り
、
今
回
の
照
明

灯
設
置
計
画
を
基
に
施
工
を

進
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

野
蒜
１
号
線
と
２
号
線
の
防

犯
灯
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

通
学
路
の
設
定
を
踏
ま
え
た

配
置
が
整
い
次
第
、
委
員
へ

示
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。 

野 蒜 北 部 丘 陵 振 興 協 議 会 

▼西部エリア集会所設計業者の説明

を受ける委員の方々 

▲ 本丸跡地の水道タンク 

６
月
13
日(

月)

の
施
設
環
境
検
討
委

員
会
に
先
立
ち
、
事
務
局
か
ら
、
当
初
９

月
末
の
宅
地
引
渡
し
予
定
で
あ
っ
た
中
央

エ
リ
ア
と
西
部
エ
リ
ア
の
う
ち
、
西
部
エ

リ
ア
が
９
月
初
め
の
引
渡
し
時
期
に
早
ま

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

仙
石
線
上
り
電
車
に
乗
り
野
蒜
駅
に
近

づ
く
手
前
に
高
架
橋
が
あ
る
が
そ
の
右
手

に
見
え
る
山
が
今
回
の
歴
史
探
訪
で
あ

る
。
往
古
、
こ
こ
は
館
山
と
呼
ば
れ
て
お

り
住
所
は
、
野
蒜
中
下
山
之
坊
で
あ
る
。 

山
頂
に
「
野
蒜
館
」
が
あ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
資
料
「
仙
台
領
内
古
城
・
館
第

２
巻
」
に
よ
る
と
高
さ
は
約
50
ｍ
東
西

70

ｍ
南
北
２
０
０
ｍ
に
も
お
よ
ぶ
ス

ケ
ー
ル
で
あ
る
。
そ
の
中
央
頂
上
部
の
遺

構
は
、
鋭
い
岩
頭
上
に
あ
り
そ
の
要
害
振

り
は
訪
れ
た
者
を
し
て
驚
か
せ
る
に
足
り

る
と
あ
る
。 

山
頂
に
は
東
西
20
ｍ
南
北
40
ｍ
程
の

楕
円
形
平
場
が
あ
り
こ
れ
が
本
丸
。
こ
れ

を
中
心
と
し
て
北
面
に
三
段
の
平
場
が
あ

り
そ
れ
ぞ
れ
二
の
丸
三
の
丸
が
構
成
さ

れ
。
二
の
丸
に
は
井
戸
跡
も
認
め
ら
れ
た

と
あ
る
。 

登
路
は
、
北
西
面
に
あ
り
往
古
の
大
手
口

と
推
定
さ
れ
る
又
北
面
谷
の
対
岸
に
は
小

山
が
あ
り
平
場
に
は
明
神
様
が
奉
っ
て
あ

り
、
そ
の
北
の
高
い
所
は
見
張
り
台
が

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

安
永
の
風
土
記
に
よ
れ
ば
右
は
、
鎌
倉
権

五
郎
景
政
（
鎌
倉
周
辺
の
領
主
、
後
三
年

の
役
（1083

～1087

）
で
片
目
を
失
い
な

が
ら

16

歳
で
奮
戦
し
た
武
将
）
の
仮
の

館
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
元
文
七
年

（
一
七
四
二
年
）
よ
り
段
々
に
松
を
植
林

し
当
時
は
古
舘
御
林
と
言
わ
れ
て
い
た
。 

現
在
は
水
道
事
業
団
の
野
蒜
タ
ン
ク
が
本

丸
跡
地
に
設
置
さ
れ
て
お
り
野
蒜
地
区
の

水
道
供
給
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
施

設
に
な
っ
て
い
る
。 

水
道
山
か
ら
の
眺
望
は
、
鳴
瀬
川
の
河
口

か
ら
牡
鹿
半
島
、
石
巻
方
面
が
パ
ノ
ラ
マ

の
よ
う
に
見
え
、
昇
る
朝
日
は
日
輪
の
輝

き
を
放
ち
ま
す
。
明
神
様
の
お
祭
り
の
賑

わ
い
ぶ
り
と
餡
子
餅
の
味
は
、
忘
れ
る
事

の
出
来
な
い
こ
の
頃
で
す
。 

施

設

環

境

検

討

委

員

会 

▲ 仙石線(手前)と館山(奥) 

登
路
は
、
北
西
面
に
あ
り
往
古
の
大

手
口
と
推
定
さ
れ
る
又
北
面
谷
の
対
岸

に
は
小
山
が
あ
り
平
場
に
は
明
神
様
が

奉
っ
て
あ
り
、
そ
の
北
の
高
い
所
は
見

張
り
台
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

安
永
の
風
土
記
に
よ
れ
ば
右
は
、
鎌

倉
権
五
郎
景
政(

鎌
倉
周
辺
の
領
主
、
後

三
年
の
役(

１
０
８
３
～
８
７)

で
片
目

を
失
い
な
が
ら

16

歳
で
奮
戦
し
た
武

将)

の
仮
の
館
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

元
文
７
年(

１
７
４
２
年)

よ
り
段
々
に

松
を
植
林
し
当
時
は
古
舘
御
林
と
言
わ

れ
て
い
た
。 

現
在
は
水
道
事
業
団
の
野
蒜
タ
ン
ク

が
本
丸
跡
地
に
設
置
さ
れ
て
お
り
野
蒜

地
区
の
水
道
供
給
に
無
く
て
は
な
ら
な

い
重
要
施
設
に
な
っ
て
い
る
。 

水
道
山
か
ら
の
眺
望
は
、
鳴
瀬
川
の

河
口
か
ら
牡
鹿
半
島
、
石
巻
方
面
が
パ

ノ
ラ
マ
の
よ
う
に
見
え
、
昇
る
朝
日
は

日
輪
の
輝
き
を
放
つ
。
明
神
様
の
お
祭

り
の
賑
わ
い
ぶ
り
と
餡
子
餅
の
味
は
、

忘
れ
る
事
の
出
来
な
い
こ
の
頃
で
あ

る
。    

文
・
亀
岡
地
区 

佐
々
木
勝
久 

▲ 引渡し時期が早まるエリア(点線内) 

宅地引渡し時期 
9月末予定⇒9月初め予定 


